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Ⅰ 広島市立大学ＣＯＣ＋の概要 
 

１ 事業の目的・実施年度 

事業協働地域（広島広域都市圏及び尾道市）の課題である人口流出を、観光資源の活用

によって改善することを目指し、全学共通系科目及び学部専門科目を体系的に再編成するこ

とで、「地域に愛着・誇りを持ち、地域に根付き、地域の発展に貢献する人材」を育成し、課題解

決に資する能力を養成する。 

実施年度は、平成 27年度から令和元年度まで（2015年度～2019年度）の 5年間。 

 

２ 事業協働地域 
  本ＣＯＣ＋事業は「広島広域都市圏」及び尾道市を対象地域としている。 

「広島広域都市圏」を構成する24市町 (広島市・呉市・竹原市・三原市・大竹市・東広島市・

廿日市市・安芸高田市・江田島市・山口県岩国市・山口県柳井市・安芸太田町・北広島町・府

中町・海田町・熊野町・坂町、※大崎上島町、世羅町、山口県周防大島町、和木町、上関町、

田布施町、平生町)。圏域に隣接し、市立大学を持つ尾道市の参加を得て、全体として 25 市町

の行政区域をエリアとした。 

 

３ 事業協働機関 
本ＣＯＣ＋事業に協働して取り組む大学、自治体、経済団体・企業等の機関は、平成 29 年

12月に一般社団法人しまなみジャパンが新たに参加し、66機関となった。 

本学を含め全 67機関で実施している。 

 

■大学等 8校 （ＣＯＣ＋大学である本学を含め全 9校） 

広島大学（ＣＯＣ校）、尾道市立大学、広島経済大学、広島工業大学、広島国際大学、広島修道大

学（ＣＯＣ校）、安田女子大学、広島商船高等専門学校（ＣＯＣ校） 

（平成 29年 6月に、事業の一部を協力する大学として、比治山大学が参加した。） 

■自治体 25市町  

■経済団体・企業等 33機関 (五十音順) 

【経済団体】（一社）中国経済連合会、広島商工会議所、広島経済同友会、広島県経営者協会 

【企業等】 オタフクソース(株)、(一社)尾道観光協会、呉信用金庫、(株)グリーンヒルホテル尾道、(公財)

コミュニティ未来創造基金ひろしま、山陽工業(株)尾道国際ホテル、(一社)しまなみジャパン、(株)中国新

聞社、西中国山地観光施設等連絡協議会、日工(株) 、(株)ハイエレコン、(公財)広島観光コンベンション

ビューロー、(株)広島銀行、広島市信用組合、(公財)広島市文化財団、広島信用金庫、広島電鉄(株)、

(株)広島東洋カープ、広島日野自動車(株)、(公財)広島平和文化センター、(株)福屋、(株)プリンスホテル 

グランドプリンスホテル広島、(株)ホテルグランヴィア広島、(株)ホライズン・ホテルズ ＡＮＡクラウンプラザ

ホテル広島、マツダ(株)、(株)もみじ銀行、(株)山本屋、特定非営利活動法人キャリアプロジェクト広島、特

定非営利活動法人ひろしま NPOセンター  

 

事業協働地域 （広島広域都市圏と尾道市） 

 

■加入経緯  平成 27年７月１日の補助申請時には 18市町であったが、その後、平成 27年 12月 24

日に、左記※印以下の 7市町が事業協働自治体として加入している。 

■対象地域の呼称  対象地域は広島県と山口県にまたがる25の自治体で構成されていることから、「広

島・山口 Ａｒｅａ２５」という呼称を設定した。 

■広島広域都市圏  広島市の都心部からおおむね 60km、車で約 1時間の圏内の、経済面や生活面で

深く結び付いている 24市町で構成。国の「連携中枢都市圏制度」に依拠し、平成 28年３月に策定した

「広島広域都市圏発展ビジョン」により、地域の資源を圏域全体で活用する様々な施策を展開すること

で、圏域経済の活性化と圏域内人口の 2060年での 200 万人維持を目指す取組を進めている。 

本ＣＯＣ＋事業は、こうした地域政策との連携を基本として進めている。 

広島市立大学(ＣＯＣ＋大学)とＣＯＣ＋参加校等 

事業の一部を協力する大学 

比治山大学 
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 [Ⅰ 広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

 

 

４ 事業計画の内容 
 

(１) 事業名称 「観光振興による『海の国際文化生活圏』創生に向けた人材育成事業」 

 

  本ＣＯＣ＋事業は人材の育成を主目的としている。 

地域に定着し活躍する人材を育てるためには、学生が 25の市町の多彩な魅力を認識し、「こ

の地域に暮らして自己実現が可能である」というイメージを抱くことが前提となる。そのため、地域

志向の教育プログラムにより、地域を学習し、現場に出向いて多くの人に会い、様々な活動を経

験することが重要になる。 

また、事業のテーマを「観光振興」とすることで、学生は観光資源にとどまらず、歴史や文化、

人の交流や活性化の状況等、幅広く地域にふれ、知見を深めることができる。こうしたことにより、

「地域に愛着と誇りを持ち、地域に貢献する」人材の育成を目指す。 

 

(２) 人材育成の目標 

 

 地域の課題解決のために修得すべき能力を「①地域の特性や課題を理解した上で、②課題解決の方

法を総合的視野から企画し、③その実践に必要なネットワークを形成・調整しながら、④自らの専門性を

効果的に発揮する能力」とし、育成するための教育プログラム等を広島市立大学や参加大学の特色を

活かしながら展開する。 

 

(３) 事業の柱となる 4つの取り組み 

 

① 地域志向型の教育カリキュラムの整備・推進 

広島を知る、感じる、問う、挑戦する、の 4 段階で構成するカリキュラムへの地域特定科

目の新設、関連する既存科目の拡充など 

② 観光関連データベースの構築・活用 

人材育成教育や観光振興策の提案等に活用するため、観光関連情報を網羅的に集積

し活用 

③ アートプロジェクト等の教育研究事業の実施 

本学芸術学部を中心として参加大学と連携したフィールドワーク等の教育研究事業の展

開 

④ インターンシップの強化 

地元企業等によるインターンシップの受け入れ強化 

 

 

地域が求める人材 

地域に愛着と誇り 

地域に根付く 

地域の発展に貢献 

 

 

 

できるまで」 

地域の特性・課題の理解 

総合的視野からの企画 

ネットワークの形成・調整 

専門性の発揮 

人材育成の 

目標 

幅広い教養と 

高い専門性で 

社会に貢献する 

人材 
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５ 実施体制 

 

事業を推進するため、学外と学内に右図の体制を整備した。 

 

（1） 学外の体制 

  本事業は文部科学省への補助申請時に、大学、自治体、経済団体・

企業等の参加同意を得て、事業協働機関を設置することとなっており、

補助採択後、平成 27 年 12 月 24 日、65 機関の参加を得て、「観光

振興による地域創生に向けた人材育成事業協働協議会」を設置した

（現在は 66 機関が参加）。この協働協議会には大学、自治体、経済団

体・企業等の代表者による「連絡会議」、さらに、人材育成を進める教

育プログラムについて検討するため「ＣＯＣ＋事業教育プログラム開発

委員会」と大学、自治体、経済団体・企業等の代表者による「ワーキン

グ会議」を設置した。 

 

（2） 学内の体制 

 理事長・学長を委員長とする「ＣＯＣ＋実施特別委員会」を設置し、事

業の実施計画、運営管理等、事業の推進にあたり重要な事項を審議し

た。また、専門的な事項を検討するため「ＣＯＣ＋事業運営部会」を置き、

また、教育プログラムに関する事項を実施するため「ＣＯＣ＋教育プログ

ラム専門委員会」、その委員会の下にカリキュラムに関する専門的な事

項を検討する「カリキュラム編成ワーキンググループ」を置いた。また、観

光関連データベースの構築及び管理・運営をする「観光関連データベ

ースワーキンググループ」、アートプロジェクトを企画・実施する「アートプロ

ジェクトワーキンググループ」、就職・インターンシップに関する事項を企

画・実施する「就職・インターンシップワーキンググループ」を置いた。 

 

■事務局 

  本学において社会貢献活動の中心的な役割を担う部署である「社会

連携センター」に、ＣＯＣ＋を推進する事務局スタッフ（教員 6 名）を置

いた。 

 

 

                  広島市立大学ＣＯＣ＋の体制              [学外・学内の推進組織] 
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６ 教育プログラム 

 

本学がＣＯＣ＋において実施する教育プログラム「地

域貢献特定プログラム」の構成は、① 1・2 年次に、全

学共通教育を通して地域志向科目により地域の特性・

課題を総合的視野から学び、② 2・3 年次から、学部

専門教育を通して各自の専門性を磨き、その専門性を

もって課題解決に取り組み、得られた知見・成果を4年

次の卒業論文・研究・制作に繋げるものとしている。 

このプログラムは、地域の観光振興や活性化にとっ

て必要な企画力、ネットワークの形成・調整能力を磨く

場として事業協働機関による取組や、本学が新規に実

施するアートプロジェクトにも参加できるよう構成してい

る。またその中で、観光関連データベースの活用・フィ

ードバックも行う。 

これらによって、①広島を知る、②広島を感じる、③

広島を問う、④広島に挑戦する、という 4 つのステップ

を、地域に向き合いながら学修できる内容となってい

る。 

 

７ 事業の年次展開 

 

本ＣＯＣ＋事業の補助事業期間は平成 27 年度から令和元年度ま

での 5年間であり、年次ごとの事業展開の概要は右のとおりである。 

各年度の事業の実施にあたっては、事業協働協議会での協議や、

外部評価委員会の意見を踏まえて、「地域に愛着と誇りを持ち、地域

に貢献する」人材の育成という事業目標に向けて、常に内容や成果等

のチェックを行い、計画の見直しを含め柔軟に実施していく必要がある。 

また、この事業の取り組みを通じて、大学の役割が、これまで以上に

地域への人材定着や地域志向教育の充実へ向かうよう機能すると同

時に、最終年度には事業全体の検証とともに継続性についての検討

を行った。 

 

 

広島市立大学「地域貢献特定プログラム」 

年次ごとの展開 

令和元年度 
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 [Ⅰ 広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

８ 本事業における「観光」の範囲 

 

本ＣＯＣ＋事業は、観光振興をテーマにしている。「観光」をどのような概念としてとらえ

るかは、この事業の対象範囲に関わる基本事項である。 

第 1回の事業協働協議会の会議（平成 27年 12月 24日開催）において、参加の自

治体や企業がこの事業に協働しやすくするために、事業の対象範囲・分野を広げて考え

ることが必要である、との意見が出された。自治体においては、観光資源や入込観光客

に差があり、また参加各大学等においては、観光関連の研究者が少ない状況にあり、医

療・福祉系の学部のみの大学もある。こうした自治体や大学の実情に即して、観光のとら

え方を検討し、共通の活動テーマになるよう「観光」の範囲を設定する必要があった。 

その前提として、観光の定義を調査した結果、国の観光政策審議会などにおいて、人

の行動や対象等について、非常に広い概念でとらえられていることが分かった（下記）。 

したがって、本ＣＯＣ＋事業においても、「観光」を、狭義の観光事象だけでなく、広い意

味での観光（ツーリズム・交流）や、地域の魅力づくり、活性化などへも視野を広げ、教育

プログラムの実施や自治体・企業との協働の機会をできるだけ取り込めるよう取り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

狭義の観光 

観光客対象の取組 
名所・名物・名行事 

見る・食べる・泊る・買う 

広義の観光 
 

来訪者への取組 
ニューツーリズム 

観光資源の再評価、活用 

 

地域の魅力化・活性化 

交流・関係人口への取組 
歴史・風土・自然・文化・民俗・産業

地域の魅力づくり、再生 

通常の観光振興 

広島市立大学ＣＯＣ＋事業で対象とした「観光」の範囲 

 

■観光とは 

国の観光政策審議会 人の行動の面からの定義   

平成 7年 6月の答申「今後の観光政策の基本的方針について」の中で、観光を「余暇時間の中で、日

常生活圏を離れて行うさまざまな活動であって、触れ合い、学び、遊ぶということを目的とするもの」と

定義している。 

 

■ツーリストとは 

国連世界観光機関（ＵＮＷＴＯ） ツーリストの定義  

 「ツーリストとは、観光、レクレーション、ビジネス、友人・知人訪問、家事・帰省などの目的で 24 時間

以上、1年以内に戻ってくる旅行者をいう」。 

 

■観光の対象や資源 

観光立国推進基本法 （平成 18年 12月）  

 観光資源の活用による地域の特性を活かした魅力ある観光地の形成のために、「史跡、名勝、天然

記念物等の文化財、歴史的風土、優れた自然の風景地、良好な景観、温泉その他文化、産業等に

関する観光資源の保護、育成及び開発に必要な施策を講ずる」（第 13条）としている。 
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９ 事業実績総括表     

区分 事業 事業の概要 
実績 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

１地域志向型の教
育カリキュラム
の整備・推進 

①「地域貢献特定
プログラム」の実
施 

COC＋による教育カリキュラム改
革の中心として、地域志向科目群
による新たなプログラムにより地
域人材の育成を目指す。 
（COC＋大学） 
 

新規科目 9 科目の決定 
（COC＋教育プログラム専門
委員会） 
地域貢献特定プログラムの
H28 年度教育課程表作成（科
目数：14 科目） 
新規科目担当教員の採用を決
定 
 

地域貢献特定プログラムの全
学共通系 5 科目を開講 
科目数：5 科目 
履修者数：延べ 723 名 
（H28 年度入学生） 
 
専門教育科目 9 科目の追加を
決定（プログラムの全科目
数：23 科目となる） 

地域貢献特定プログラムの全
学共通系科目 1 科目と「地域
課題演習」、専門教育科目 11
科目を開講 
科目数：17 科目 
履修者数：延べ 1167 名 
（H28・29 年度入学生） 
「地域課題演習」 
履修者数：60 名 
演習地域：6 地域 

地域貢献特定プログラムの専
門教育科目 2 科目と「専門演
習ⅠⅡ」「地域実践演習」を
開講 
科目数：23 科目 
履修者数：延べ 1376 名 
（H28・29・30 年度入学
生） 
「地域課題演習」 
履修者数：54 名 
演習地域：7 地域 
「地域実践演習」 
履修者数：34 名 
演習数：6 テーマ 
 
地域貢献特定プログラム単位
取得（8 単位以上）認定者：
36 名 

地域をテーマとした卒業論
文・研究・制作の実施 
科目数：23 科目 
履修者数：延べ 1256 名 
（H28・29・30・R１年度入
学生） 
「地域課題演習」 
履修者数：54 名 
演習地域：6 地域 
「地域実践演習」 
履修者数：11 名 
演習数：4 テーマ 
 
地域貢献特定プログラム単位
取得認定者：14 名 
広島地域リーダーの認定 17
名 

②COC＋単位互換
の実施 

COC＋参加各校の地域志向科目を
相互に提供し、新たな単位互換制
度を設ける。 
（COC＋大学と参加校） 
 

― 

実施方法の検討 
（協働協議会・教育プログラ
ム開発委員会） 
1 月「COC＋事業参加大学間
の単位互換に関する協定」締
結 

科目提供校：6 大学 
科目数：17 科目 

科目提供校：7 大学 
科目数：18 科目 

科目提供校：6 大学 
科目数：22 科目 

③寄付講座の開講 

事業協働機関を中心とした地域企
業等からの寄付講座を開講し産学
連携や学生の地域志向に資する。 
（COC＋大学と参加校） 
 

COC＋大学  
0 講座【目標１講座】 
全体 
8 講座【目標 13 講座】 
 

COC＋大学  
0 講座【目標 1 講座】マツダ
(株)との協議 
全体 
15 講座【目標 13 講座】 

COC＋大学  
1 講座【目標 2講座】 
全体 
20 講座【目標 17 講座】 
 

COC＋大学 
1 講座【目標 2講座】 
全体 
22 講座【目標 17 講座】 
 

COC＋大学  
1 講座【目標 3講座】 
全体  
23 講座【目標 21 講座】 
 

④全学 COC＋研修
会の開催 

FD・SD 研修として実施し、事業推
進や地域教育への理解を深める。 
（COC＋大学） 
 

3 月「広島大学生物生産学部
の COC 事業について」 
参加者数：68 名 
 

10 月「広島広域都市圏構想に
ついて」 
参加者数：98 名 
3 月「広島修道大学の地域志
向教育プログラムについて」 
参加者数：79 名 
（動画を学内 Web 配信） 

11 月「地域課題演習・初年度
の報告」 
参加者数：65 名 
3 月「広島経済大学の興動館
教育プログラムについて」 
参加者数：30 名 
 

12 月「高知県立大学の地域社
会志向教育について」 
参加者数：37 名 
3 月「地域貢献特定プログラ
ムの成果と課題」 
参加者数：58 名 
 

1 月「横浜市立大学のＣＯＣ
事業の成果と地域貢献・人材
開発」 
参加者数：74 名 
3 月「COC＋事業の報告と終
了後の継続に向けて」(新型コ
ロナウイルスの影響により延
期) 

２観光関連データ
ベースの構築・活
用 

①データベースの
構築 

事業協働地域の観光に関するさま
ざまなデータを収集し、教育研究
活動や参加機関にも利用可能なデ
ータベースを構築する。 
（COC＋大学と協働機関） 

WG 技術メンバーによる仕様
策定・決定 
業者へシステム構築依頼・構
築 
サンプルデータを 6000 件程
度登録 

観光 DB トライアル運用の開
始（課題抽出） 
未提供機能の追加構築（他シ
ステム連携 API） 
追加機能の検討と仕様出し 

DB システム運用開始と機能
拡張の実施 
自治体・企業等からの観光関
連データの調査・収集 

観光関連データ約 60 万件登
録 
DB 利用マニュアル作成自治
体・企業等からの観光関連デ
ータの調査・収集継続 

COC+事業完了に向けクラウ
ド運用からの移行検討 
学内専用システムへの移行の
実施 

②データベースの
活用 

収集・登録したデータを大学にお
ける教育研究や協働機関との調査
研究に活用する。 
（COC＋大学と協働機関） 
 

観光関連データベース WG の
設置 
事業協働機関への周知 
と情報提供依頼 
 
 

観光 DBWG開催各学部専門教
員との必要データ検討 
機関への訪問説明と情報提供
依頼 

DB を活用した試験的研究・事
業・プロジェクトの検討・実
施準備 
地域課題演習・観光情報学に
てトライアル運用 
利用規約の作成 

DB 公開の開始 
事業協働機関への公開 

R 元年 12 月より学内運用に
切り替え 
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区分 事業 事業の概要 
実績 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

３アートプロジェ
クト等の教育研
究事業の実施 

①アートプロジェ
クトの実施 

事業協働地域の資源や観光のポテ
ンシャルをアート表現によって活
性化させるため、芸術教育の一環
として、地域展開型のアートプロ
ジェクト（制作・展示）を実施する。 
（COC＋大学と参加校、自治体） 
 

実施方法の検討、候補地域の
選定 
(アートプロジェクトワーキ
ンググループ) 
1 地域（広島市基町）1 プロ
ジェクトを実施 
参加者数：800 人 
【目標 500 人】 

全体のコンセプトを「広島ニ
ュートラベル」と設定 
２地域（廿日市市、広島市）
７プロジェクトを実施 
参加者数：2768 人 
【目標 2000 人】 
 

5 地域（廿日市市、広島市、尾
道市、北広島町、安芸太田町）
10 プロジェクトを実施 
参加者数：3258 人 
【目標 3000 人】 

6 地域（廿日市市、広島市、尾
道市、柳井市、北広島町、安
芸太田町）10 プロジェクトを
実施 
参加者数：4463 人 
【目標 2000 人】 

6 地域（廿日市市、広島市、尾
道市、呉市、東広島市、柳井
市）７プロジェクトを実施 
参加者数：6130 人 
【目標 2500 人】 

②活動拠点の整
備・活用 

地域での教育研究活動を進めるた
めのサテライト拠点を 2 か所設け
運営する。 
（COC＋大学と参加校） 
 

基町プロジェクト M98 
（H26 年度に交流スペース開
設） 
サテライトハウス宮島 
（候補物件調査） 
 

基町プロジェクト M98  
・学生による空き店舗のリノ
ベーション   
M98make（工房） 
M98eat（キッチン） 

サテライトハウス宮島 
・古民家の賃貸借契約と一部
改修工事 

 

基町プロジェクト M98  
・学生による空き店舗のリノ
ベーション   
M98join（展示交流スペー

ス） 
サテライトハウス宮島 
・開設記念展 6 月 
・本格的な活用開始 
 

基町プロジェクト M98  
・４つのスペースを活用した
事業展開、参加校協働事業 

サテライトハウス宮島 
・アート P 作品制作、展示、
現地学習、市民講座等に活
用 

基町プロジェクト M98  
・空き店舗のリノベーション
により新たに Unité（展示
販売スぺース）を整備 

サテライトハウス宮島 
・作品制作、展示、現地学
習、市民講座等に活用 

③参加校による協
働研究事業の実施 

参加校が地域での調査研究、講座、
作品制作、地域支援などにより、学
生の地域学習を、協働または単独
で行う。 
（参加校と自治体） 
 
 

実施準備 調査研究（広島大学、広島経
済大学）、講座（尾道市立大学、
広島工業大学）、地域支援等
（広島修道大学、安田女子大
学、広島国際大学、広島商船
高等専門学校） 
 

調査研究（広島大学、広島経
済大学）、講座（広島工業大
学）、アートプロジェクト（尾
道市立大学）、地域支援等（広
島修道大学、安田女子大学、
広島国際大学、広島商船高等
専門学校） 
 

調査研究（広島大学、広島経
済大学）、講座（広島工業大
学）、アートプロジェクト（尾
道市立大学）、地域支援等（広
島修道大学、安田女子大学、
広島国際大学、広島商船高等
専門学校） 
 

調査研究（広島大学、広島経
済大学）、講座（広島工業大
学）、アートプロジェクト（尾
道市立大学）、地域支援等（広
島修道大学、安田女子大学、
広島国際大学、広島商船高等
専門学校） 
 

④大学連携による
学生の観光研究・
活動発表会 

学生の地域観光に関する学習・研
究意欲を高めるため、大学間交流
として様々な分野の成果を持ち寄
り発表する。 
（COC＋大学と参加校、協力校） 
 
 

― 

企画、実施準備 第 1 回開催 12 月 
会場：広島経済大学宮島セミ
ナーハウス 
参加大学：7 大学 
発表テーマ数：14 テーマ 
参加者数：学生 65 名、教員
24 名 
 

第 2 回開催 12 月 
会場：広島経済大学宮島セミ
ナーハウス 
参加大学：7 大学 
発表テーマ数：12 テーマ 
参加者数：学生 64 名、教員
21 名 
 

第 3 回開催 12 月 
会場：広島市西区民文化セン
ター  
参加大学：６大学 
発表テーマ数：10 テーマ 
参加者数：学生 56 名、教員
19 名 
 

⑤COC＋特色研究
等の実施 

教員の学内の競争的研究資金とし
て COC＋特色研究、社会連携プロ
ジェクト費を公募実施。 
学生の社会貢献を支援する市大生
チャレンジ事業を実施。（COC＋大
学） 

― 

COC＋特定研究 3 件 
社会連携プロジェクト 5 件 
市大生チャレンジ事業 4 件 

COC＋特定研究 2 件 
社会連携プロジェクト 5 件 
市大生チャレンジ事業 2 件 

COC＋特色研究（名称変更）2
件 
社会連携プロジェクト 6 件 
市大生チャレンジ事業 3 件 

COC＋特色研究 3 件 
社会連携プロジェクト 6 件 
市大生チャレンジ事業 5 件 

⑥サテライト講座
の開催 

高校生の地域内進学を促進するた
め、柳井広域圏（1 市 4 町）の高
校生や保護者等を対象に、公開講
座を実施。（COC＋大学と自治体） 

― 

開催準備 
（社会連携委員会） 

講座開催 3 回 
参加者数：32 名 

講座開催 3 回 
参加者数：53 名 

講座開催 3 回 
参加者数：44 名 
 

 
 
 
４インターンシッ
プの強化 

 
 
 
 

①インターンシッ
プの実施 

協働機関や地元企業の協力を得
て、地域内企業・団体へのインター
ンシップを促進する。学生の地元
企業理解の事業等を積極的に行
う。 
（COC＋大学と参加校、協働機関） 
 

事業協働機関へのインターン
シップ数： 
COC＋大学 44 名 
【目標 62 名】 
全体 
1400 名【目標 1244 名】 
 

COC＋大学 50 名 
【目標 64 名】 
全体 
1227 名【目標 1258 名】 
 

COC＋大学 58 名 
【目標 66 名】 
全体 
1286 名【目標 1272 名】 
新たな企業訪問事業（中経連
と協働）83 名参加 
地元企業経営者パネル討論
会、73 名参加 
 
 

COC＋大学 59 名 
【目標 68 名】 
全体 
1109 名【目標 1286 名】 
企業訪問事業（中経連と協働）
51 名参加 
地元企業経営者パネル討論
会、69 名参加 

COC＋大学 77 名 
【目標 70 名】 
全体 
1166 名【目標 1300 名】 
企業訪問事業（中経連と協働） 
参加企業 15 社 
地元企業経営者パネル討論
会、83 名参加 



8 
 

区分 事業 事業の概要 
実績 

平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 

４インターンシッ
プの強化 

 

②キャリア教育の
見直し 

教育課程のキャリア形成支援科目
の見直しを行い、インターンシッ
プ、就職への実践的な指導を実施。 
（COC＋大学） 
 

― ― 

改善の必要性検討 
（就職・インターンシップワ
ーキンググループ） 

全学共通系のキャリア形成支
援科目の見直し作業 
「キャリアデザインⅠⅡ」、
「キャリアサポートベーシッ
ク AB」を新設 

新規科目「キャリアデザイン
ⅠⅡ」の開講 
履修者数：65 名 

５事業運営等 

①事業協働協議会
の運営 

事業協働協議会、67 機関（大学 9
校、自治体 25 市町、企業団体 33
機関）への事業の進捗状況の報告
と年度計画の協議等を行い、円滑
に事業を推進する。 
（COC＋大学と協働機関） 
 

事業協働協議会（66 機関）の
設立会議の開催、12 月 
参加機関数：66 

事業協働協議会の開催、1 月 
参加機関数：37（65 人） 

事業協働協議会（67 機関とな
る）の開催、1 月 
参加機関数：31（48 人） 
新規加入：しまなみジャパン 
事業の一部を協力する大学：
比治山大学 
 

事業協働協議会の開催、1 月 
参加機関数：26（43 人） 

事業協働協議会の開催 １月 
参加機関数：23（45 人） 

②学内推進組織の
運営 

学内の COC＋実施特別委員会や運
営部会、COC＋教育プログラム実
施専門委員会、分野別ワーキング
会議により検討を行い、事業を推
進する。 
社会連携センターに専任のスタッ
フ（特任教員）を置く。 
（COC＋大学） 
 

学内推進組織の準備、委員会
等設置 
専任の特任教員 2 名雇用 
 
 
 
 
 

運営部会 28 回 
各委員会・ワーキング会議を
適宜開催 
専任の特任教員 4 名追加雇用
（計 6 名） 

運営部会 19 回 
各委員会・ワーキング会議を
適宜開催 
専任の特任教員 6 名雇用 

運営部会 11 回 
各委員会・ワーキング会議を
適宜開催 
専任の特任教員 6 名雇用 

運営部会 10 回 
各委員会・ワーキング会議を
適宜開催 
専任の特任教員 6 名雇用 

③COC＋フォーラ
ムの開催 

事業協働協議会の主催により、広
く一般の参加を呼びかけ、COC＋
を契機とした観光や地域活性化等
について、課題や知見を共有し
た。 
（協働機関） 
 
 
 

キックオフフォーラム 2016 
「出でよ若者・愛でるは地
元」 
会場：ホテルグランビア広島 
3 月、参加者数：220 人 
【目標 200 人】 

フォーラム 2017 
「つながれば始まる」 
会場：広島国際会議場 
1 月、参加者数：174 人 
【目標 100 人】 

フォーラム 2018 
「しなやかな地域づくり」 
会場：広島市総合福祉センタ
ー 
1 月、参加者数：90 人 
【目標 100 人】 

フォーラム 2019 
「ICT による観光情報を活用
した観光振興」 
会場：広島市総合福祉センタ
ー 
11 月、参加者数：67 人 
【目標 100 人】 

最終フォーラム 
「COC＋事業報告と広島広域
都市圏の観光振興の展望」 
会場：広島市総合福祉センタ
ー 
１月、参加者数：90 人 
【目標 200 人】 

④広報活動 

COC＋ニュースレター「つながり
通信」の発行、COC＋ホームペー
ジの発信、事業紹介パンフレット
等による広報を実施。 
（COC＋大学） 
 

ニュースレター発行（3000
部）2 回 
ホームページ「広島市立大学
COC＋Area25」コンテンツ作
成 

ニュースレター発行（3000
部）3 回 
ホームページの発信、6 月～
閲覧数 14,635 件 

ニュースレター発行（3000
部）3 回 
ホームページの発信 
閲覧数 17,609 件 
事業活動紹介パンフレット
「地域に目覚める」発行
（5000 部）10 月 

ニュースレター発行（3000
部）2 回 
ホームページの発信 
閲覧数 12,911 件 

ニュースレター発行 
（3000 部）２回の 
合併号発行 
ホームページの発信 
閲覧数 11,873 件 

⑤事業報告書の作
成 

各年度の事業報告書を刊行し関係
機関に配布。 
（COC＋大学） 
 

― 

COC＋REPORT/2016 刊行、
H29 年 5 月（500 部） 

COC＋REPORT/2017 刊行、
H30 年 7 月（500 部） 

COC＋REPORT/2018 刊行、
R 元年 7 月（400 部） 

COC＋REPORT/2015‐2019
刊行、R2 年 6 月（600 部） 

⑥事業評価 

COC＋外部評価委員会（委員は教
育、調査研究、観光、芸術の各分
野の有識者５名）により評価を受
ける。 
事業協働機関による事業への満足
度の評価を受ける。 
（COC＋大学） 
 

外部評価委員会の設置準備 
事業満足度：未調査 

外部評価委員会の設置及び
H27 年度事業の評価「B:計画
に沿った実績となっている」 
7 月 
事業満足度：97.9％ 
【目標 100％】 

外部評価委員会による H28
年度事業の評価「A:計画を上
回った実績となっている」 
7 月 
事業満足度：100％  
【目標 100％】 

外部評価委員会による H29
年度事業の評価「A:計画を上
回った実績となっている」 
7 月 
事業満足度：100％ 
【目標 100％】 

外部評価委員会による H30
年度事業の評価「A:計画を上
回った実績となっている」 
令和元年 7 月 
Ｒ元年度事業及び事業全体の
評価「A:計画を上回った実績
となっている」令和 2 年 6
月（書面審査） 
事業満足度：100％ 
【目標 100％】 
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[Ⅰ 広島市立大学ＣＯＣ＋の概要] 

１０ プロジェクトマップ     

 


